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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日

自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日

自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日

売上高 (千円) 15,653,173 16,830,100 30,862,547

経常利益 (千円) 150,141 325,627 242,856

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 116,910 328,117 133,560

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 217,786 407,026 293,915

純資産額 (千円) 4,923,169 5,335,612 4,998,825

総資産額 (千円) 14,430,660 16,675,067 14,957,330

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 124.70 350.05 142.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.0 31.8 33.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 668,684 686,119 1,153,964

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 30,284 236,143 4,840

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,423 △339,852 △182,211

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 872,282 1,853,739 1,271,330
 

 

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年３月31日

自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 115.05 168.20
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

４．平成30年４月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　　 当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、雇用環境の改善や企業収益の向

上など、穏やかな回復基調となりました。しかしながら、米国の新政権での政策やアジア地域での地政学的なリ

スクなどにより、依然として先行き不透明な状況が続いておりました。

このような経済状況の中で、当社グル-プはビジネス環境の変化に対応するため体質を強化し、積極的な営業

活動をしてまいりました。

この結果、前年同四半期と比べ、売上高は、168億30百万円と11億76百万円（7.5％）の増収、営業利益は、３

億７百万円と１億73百万円（130.1％）の増益、経常利益は、３億25百万円と１億75百万円（116.9％）の増益、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産売却益等で３億28百万円と２億11百万円（180.7％）の増益と

なりました。

各セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（化学工業薬品）

化学工業薬品は、主力であります電子部品産業が堅調に推移し、ジェネリック医薬品製造業も増産体制の準備

を進めており、前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、大型案件があったため前年同四半期を上回

りました。この結果、売上高は、全体で82億86百万円と６億83百万円（9.0％）の増収、セグメント利益(売上総

利益)は、利益率の高い試薬の受注等があり、７億37百万円と１億22百万円（20.0％）の増益となりました。

（臨床検査試薬）

臨床検査試薬は、競争激化の影響もありましたが、前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、大型

案件があったため前年同四半期を上回りました。この結果、売上高は、全体で67億36百万円と４億77百万円

（7.6％）の増収、セグメント利益(売上総利益)は、６億28百万円と50百万円（8.8％）の増益となりました。

（食品）

食品は、原料不足による製造量減少などありましたが、検査試薬が増加し、前年同四半期を若干上回りまし

た。この結果、売上高は、16億47百万円と20百万円（1.3％）の増収、セグメント利益(売上総利益)は、１億32

百万円と３百万円（△2.3％）の減益となりました。

(その他)

その他は、りんご栽培農薬の増加などがありましたが、栽培面積の減少や農薬使用回数の削減など厳しい状況

が続いており、前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、１億59百万円と４百万円（△2.9％）の減

収、セグメント利益(売上総利益)は、利益率が向上したことにより46百万円と９百万円（25.1％）の増益となり

ました。
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（２）財政状態の分析

資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、17億17百万円増加し、166億75百万円と

なりました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、13億80百万円増加し、113億39百万円、純

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、３億36百万円増加し、53億35百万円となりました。主な内容

は以下のとおりであります。

（資産）

資産の増加の主な要因は、受取手形及び売掛金が６億30百万円、現金及び預金が５億82百万円、リース投資

資産が３億14百万円、商品が１億31百万円増加したことによるものであります。

（負債）

負債の増加の主な要因は、借入金が２億39百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が12億90百万円、

リース債務が２億99百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産の増加の主な要因は、利益剰余金が２億57百万円及びその他有価証券評価差額金が52百万円増加した

ことによるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ、９億81百万円増加し、18億53百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フロ－の状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は、６億86百万円（前年同四半期は、６億68百万円の取得）となりました。

主な要因は、売上債権の増加額６億39百万円及び固定資産除売却損益１億40百万円があったものの仕入債務の

増加額12億80百万円及び税金等調整前四半期純利益４億66百万によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、得られた資金は、２億36百万円（前年同四半期は、30百万円の取得）となりました。主な

要因は、有形固定資産の取得による支出１億92百万円があったものの有形固定資産の売却による収入４億32百

万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は、３億39百万円（前年同四半期は、１億21百万円の使用）となりました。

主な要因は、借入金の返済による支出２億39百万円及び配当金の支払額70百万円等によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000
 

(注) 平成29年12月20日開催の第66期定時株主総会の決議により、平成30年４月１日付で当社普通株式５株を１株と

する株式併合に伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は11,712,000株減少し、2,928,000株となっておりま

す。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 960,000
東京証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　　1,000株

計 4,800,000 960,000 ― ―
 

(注) １．平成29年12月20日開催の第66期定時株主総会決議により、平成30年４月１日付で当社普通株式５株を１株に

併合いたしました。これにより、発行済株式総数は3,840,000株減少し、960,000株となっております。

２．平成29年11月14日開催の取締役会決議により、平成30年４月１日付で単元株式数を1,000株から100株に変更

しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年１月１日～
平成30年３月31日

― 4,800,000 ― 820,400 ― 881,100
 

(注) 平成30年４月1日をもって５株を１株に株式併合し、これに伴い発行済株式総数が3,840,000株減少しておりま

す。

 

(6) 【大株主の状況】

平成30年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東北化学薬品取引先持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 272 5.7

東　康夫 青森県弘前市 269 5.6

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷３－29－22 252 5.3

東北化学薬品従業員持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 251 5.2

株式会社青森銀行 青森県青森市橋本１－９－30 230 4.8

株式会社みちのく銀行 青森県青森市勝田１－３－１ 230 4.8

共立損保有限会社 東京都世田谷区等々力２－９－６ 206 4.3

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 130 2.7

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253 110 2.3

日本曹達株式会社 東京都千代田区大手町２－２－１ 110 2.3

計 ― 2,062 42.9
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式    113,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式  4,677,000 4,677 ─

単元未満株式 普通株式　　　10,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数         4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,677 ―
 

(注)　１.「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式が13株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

113,000 ─ 113,000 2.4

計 ― 113,000 ─ 113,000 2.4
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年１月１日から平成

30年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年10月１日から平成30年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,368,324 1,950,734

  受取手形及び売掛金 7,498,583 ※  8,129,495

  電子記録債権 118,155 ※  136,111

  商品 878,991 1,010,781

  繰延税金資産 19,914 19,759

  その他 232,194 391,408

  貸倒引当金 △1,767 △1,338

  流動資産合計 10,114,394 11,636,952

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 373,225 333,164

   土地 1,569,373 1,498,265

   リース資産（純額） 151,044 129,194

   その他（純額） 313,540 299,865

   有形固定資産合計 2,407,184 2,260,489

  無形固定資産   

   リース資産 54,521 62,569

   その他 14,541 13,857

   無形固定資産合計 69,062 76,427

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,363,167 1,445,964

   リース投資資産 199,218 457,226

   その他 845,480 819,285

   貸倒引当金 △41,178 △21,278

   投資その他の資産合計 2,366,687 2,701,198

  固定資産合計 4,842,935 5,038,115

 資産合計 14,957,330 16,675,067
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,779,153 ※  9,069,676

  電子記録債務 218,963 ※  211,163

  短期借入金 425,000 220,000

  1年内返済予定の長期借入金 67,300 47,320

  リース債務 125,234 182,860

  未払法人税等 105,519 125,618

  賞与引当金 60,685 57,330

  その他 207,078 197,183

  流動負債合計 8,988,935 10,111,152

 固定負債   

  長期借入金 53,600 39,200

  リース債務 359,966 601,659

  繰延税金負債 231,131 256,735

  退職給付に係る負債 89,078 77,021

  役員退職慰労引当金 184,648 184,431

  その他 51,145 69,254

  固定負債合計 969,569 1,228,302

 負債合計 9,958,504 11,339,455

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 2,795,096 3,052,906

  自己株式 △52,230 △52,359

  株主資本合計 4,444,366 4,702,046

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 564,249 616,923

  退職給付に係る調整累計額 △13,082 △10,721

  その他の包括利益累計額合計 551,166 606,201

 非支配株主持分 3,291 27,364

 純資産合計 4,998,825 5,335,612

負債純資産合計 14,957,330 16,675,067
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 15,653,173 16,830,100

売上原価 14,287,633 15,284,699

売上総利益 1,365,540 1,545,400

販売費及び一般管理費 ※  1,232,036 ※  1,238,203

営業利益 133,503 307,197

営業外収益   

 受取利息 2,799 1,619

 受取配当金 8,886 10,665

 受取手数料 4,750 5,432

 その他 2,232 3,628

 営業外収益合計 18,669 21,346

営業外費用   

 支払利息 1,835 1,121

 支払手数料 194 1,105

 雑損失 1 690

 営業外費用合計 2,030 2,917

経常利益 150,141 325,627

特別利益   

 投資有価証券売却益 39,429 ―

 固定資産売却益 702 140,522

 投資事業組合運用益 8,941 458

 特別利益合計 49,073 140,980

特別損失   

 固定資産除却損 ― 345

 特別損失合計 ― 345

税金等調整前四半期純利益 199,215 466,262

法人税、住民税及び事業税 85,090 114,187

法人税等調整額 △2,052 83

法人税等合計 83,038 114,270

四半期純利益 116,177 351,992

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△733 23,874

親会社株主に帰属する四半期純利益 116,910 328,117
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

四半期純利益 116,177 351,992

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 98,364 52,673

 退職給付に係る調整額 3,244 2,361

 その他の包括利益合計 101,609 55,034

四半期包括利益 217,786 407,026

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 218,579 382,954

 非支配株主に係る四半期包括利益 △793 24,072
 

EDINET提出書類

東北化学薬品株式会社(E02810)

四半期報告書

12/19



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 199,215 466,262

 減価償却費 39,973 45,051

 投資事業組合運用損益（△は益） △8,941 △458

 投資有価証券売却損益（△は益） △39,429 ―

 引当金の増減額（△は減少） 5,054 △32,521

 受取利息及び受取配当金 △11,685 △12,285

 支払利息 1,835 1,121

 固定資産除売却損益（△は益） △702 △140,176

 のれん償却額 16,224 ―

 売上債権の増減額（△は増加） △193,461 △639,753

 たな卸資産の増減額（△は増加） △198,187 △131,789

 仕入債務の増減額（△は減少） 890,824 1,280,820

 その他 △19,732 △71,198

 小計 680,987 765,071

 利息及び配当金の受取額 11,596 12,308

 利息の支払額 △1,835 △1,121

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △22,064 △90,138

 営業活動によるキャッシュ・フロー 668,684 686,119

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △12,501 △192,904

 有形固定資産の売却による収入 3,671 432,322

 投資有価証券の取得による支出 △14,247 △10,036

 投資有価証券の売却による収入 39,909 ―

 投資事業組合からの分配による収入 13,350 5,170

 その他 103 1,591

 投資活動によるキャッシュ・フロー 30,284 236,143

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,370,000 1,767,320

 短期借入金の返済による支出 △2,365,000 △1,992,300

 長期借入金の返済による支出 △34,380 △14,400

 配当金の支払額 △70,240 △70,298

 自己株式の取得による支出 ― △128

 その他 △21,803 △30,045

 財務活動によるキャッシュ・フロー △121,423 △339,852

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 577,545 582,409

現金及び現金同等物の期首残高 294,737 1,271,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  872,282 ※  1,853,739
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日又は決済

日をもって決済処理しております。なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四

半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

受取手形 41,449千円 51,805千円

支払手形 56,762千円 52,483千円

電子記録債権 1,158千円 22,150千円

電子記録債務 37,433千円 38,494千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日)

給料手当 695,076千円 675,989千円

貸倒引当金繰入額 778千円 △888千円

賞与引当金繰入額 26,050千円 57,330千円

退職給付費用 31,270千円 33,669千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,170千円 5,590千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日)

現金及び預金 974,478千円 1,950,734千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

102,196千円 96,994千円

現金及び現金同等物 872,282千円 1,853,739千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月20日
定時株主総会

普通株式 70,319 15.00 平成28年９月30日 平成28年12月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月20日
定時株主総会

普通株式 70,307 15.00 平成29年９月30日 平成29年12月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 7,602,839 6,258,741 1,627,377 164,214 15,653,173 ― 15,653,173

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 7,602,839 6,258,741 1,627,377 164,214 15,653,173 ― 15,653,173

セグメント利益 614,938 577,672 135,860 37,069 1,365,540 ― 1,365,540
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,286,770 6,736,011 1,647,915 159,403 16,830,100 ― 16,830,100

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 8,286,770 6,736,011 1,647,915 159,403 16,830,100 ― 16,830,100

セグメント利益 737,907 628,328 132,787 46,377 1,545,400 ― 1,545,400
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 124円70銭 350円05銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 116,910 328,117

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

116,910 328,117

    普通株式の期中平均株式数(株) 937,595 937,410
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成30年４月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び普通株式の期中平均株式数を算定してお

ります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年５月10日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉         淳   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   村   憲   一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品

株式会社の平成29年10月１日から平成30年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年１月１日

から平成30年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年10月１日から平成30年３月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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